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第27回　日本赤十字社第4ブロック合同災害救護訓練の様子

京都府支部

第八管区海上保安本部　初の合同訓練 ご支援・ご協力のお願い

活動資金へのご協力ありがとうございました

　令和5年2月16日に、平成25年より海上災害などで相互協力する協定を結んだ舞鶴海上保安本部と、若狭湾上の巡視船「だ
いせん」で初の合同訓練を実施しました。日本赤十字社京都府支部では、今後も定期的に合同訓練を実施し、船という特殊な
環境下での救護能力の向上を図ります。

長岡京市記念文化会館に防災倉庫設置

令和5年度　日本赤十字社京都府支部　一般会計歳入歳出予算
　令和5年3月に、京都府長岡京市記念文化会館に防災倉庫を設置しました。日本赤十字社京都府支部では、災害発生時に速
やかに救援物資のお届けができるよう、皆様からのご支援をうけ、日頃から防災倉庫の整備や救援物資等の備蓄に力を入れて
おります。

青少年赤十字スタディー・プログラムに参加

　令和5年3月25日に、「令和4年度青少年赤十字スタディー・プログラム」が開催されました。日赤本社にてコロナ禍以降初の参集形
式で行われ、京都府支部からも高校生２名が参加しました。冒頭に社会的包摂に関する体験学習を実施した後、活動計画の発表を行い、
質問や活発な意見交換がかわされました。参加した高校生からは「全国の仲間と交流でき学びになった」などの嬉しい声が聞けました。

赤十字を支えるのは、あなたの思い。
赤十字では、皆様からお寄せいただいた資金を活用し、「いのちと健康を守る」ための様々な活動を展開しています。
引き続き、皆様からの温かいご支援を賜りますようお願いいたします。

日本赤十字社京都府支部の活動は、皆様のご支援により支えられています。
令和５年１月から令和５年４月の間に、10万円以上のご寄付をいただき、掲載についてご了承いただいた会員の方々
をご紹介いたします。

●地域でのご寄付
赤十字奉仕団や町内会・自治会などを通じてご寄付いただいています。
また、年間を通じて府内各市区町村の日赤窓口でもご寄付いただけ
ます。

●口座振替によるご寄付
ご登録いただいた金融機関の口座から希望月に自動引き落としでご
寄付いただく方法です。日本赤十字社ホームページの「寄付する」
からお申し込みください。

●寄付金付自動販売機の設置によるご寄付
自動販売機の売上げの一部をご寄付いただく方法です。
設置に要する費用は全て販売会社が負担します。新規設
置だけでなく、更新設置も可能です。詳細は当支部
（075-541-9326）までお問い合わせください。

●クレジットカードによるご寄付
ご登録いただいたクレジット
カードから、寄付回数を選択し
てご寄付いただく方法です。
日本赤十字社ホームページの
「寄付する」からお申し込みく
ださい。

●遺贈・相続財産等のご寄付
京都府支部では、遺贈（遺言によるご寄付）、相続財産等のご寄付を
承っています。
詳細は当支部（075-541-9326）までお問い合わせください。

●中京区 株式会社セレマ 様 ●右京区 株式会社浄美社 様
 森本 哲郎 様

●下京区 一般社団法人生命保険協会 様
 日本ホールディングス株式会社 様
 ワタキューセイモア株式会社 様

●伏見区 石黒メディカルシステム株式会社 様

●宇治田原町　株式会社木長園 様

京都府支部
編集・発行： 日本赤十字社京都府支部　　〒605-0941 京都市東山区三十三間堂廻り町644
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皆様（個人・法人）からの社資、寄付金など
献血推進事業に係る京都府からの委託金
施設整備準備資金繰越金収入など
講習会負担金収入など

299,000
5,648

1,030,375
91,363

1,426,386

内　訳予算額（千円）歳 入 の 部
社 資 収 入
委 託 金 等 収 入
繰 入 金 収 入
雑 収 入 等
歳 入 合 計

災害救護に係る経費、救護資機材等の整備費、救護看護師の養成経費など
救急法、水上安全法、幼児安全法等の講習開催経費、赤十字奉仕団や青少年赤十字の育成費など
国際開発協力事業に係る経費
災害救援設備の整備に係る経費など
地区分区の事務費及び事業費
会費の募集、広報活動に係る経費など
医療施設や血液センターの基盤整備のための交付金
災害等資金積立金など
本社の国内外の活動に係る経費
光熱費、事務費など
新庁舎建築費、庁舎の維持管理費など

26,892
73,846
1,314
4,500
48,400
43,797
20,685
34,210
43,425
64,222

1,044,095
21,000

1,426,386

内　訳予算額（千円）歳 出 の 部
災 害 救 護 事 業 費
社 会 活 動 費
国 際 活 動 費
指 定 事 業 地 方 振 興 費
地 区 分 区 交 付 金
社 業 振 興 費
基盤整備交付金・補助金支出
積 立 金 支 出
本 社 送 納 金 支 出
総 務 管 理 費
資産取得及び資産管理費
予 備 費
歳 出 合 計

（地区町村順・五十音順）



有功会とは

日本赤十字社の活動資金にご協力いただいた場合、次の「表彰制度」の対象となります。

有功会の主な事業

表彰制度
【日本赤十字社の表彰】

区　分 基　　準

銀色有功章

金色有功章

日本赤十字社
社長感謝状

【国の表彰】
区　分 基　　準

厚生労働大臣
感謝状

紺綬褒章

銀色有功章

社長感謝状 金色有功章（法人・団体）

金色有功章（個人）

厚生労働大臣感謝状 紺綬褒章

一時又は同一年度内に累計で、100万円以上500万
円未満のご協力をいただいた個人、又は300万円以
上1,000万円未満のご協力をいただいた法人等

一時又は累計で、500万円以上のご協力をいただい
た個人、1,000万円以上のご協力をいただいた法人等

金色有功章受章後、一時又は累計で、50万円以上の
ご協力をいただいた個人・法人

一時又は累計で、50万円以上のご協力をいただいた
個人・法人

一時又は累計で、20万円以上50万円未満のご協力を
いただいた個人・法人

京都府支部有功会は、赤十字の行う人道的な諸事業を理解し、日本赤十字社から有功章を贈られた方々
が、広く赤十字精神を広めることにより、資金面で赤十字を支援していこうと、昭和37年に、全国で４番
目の有功会として結成された支援団体です。京都府内に６つの支会（亀岡市、綾部市、京丹後市、南丹市、木
津川市、船井）があり、それぞれの地域に根ざした活動を展開しています。

総　会 通常年1回の総会を開催し、事業報告、決算報告、事業計画、予算について審議します。
併せて講演会、懇親会を行い、知識の向上と親睦をはかっています。

小児病棟入院児への激励 クリスマスの時期に京都第一、京都第二赤十字病院の小児病棟を訪問し、入院児に
クリスマスプレゼントを贈っています。

看護学生への修学奨励事業 京都第一、京都第二赤十字看護専門学校の戴帽式、宣誓式、卒業式などの節目に
看護学生に対し記念品を贈り、学業を奨励しています。

災害被災者支援事業 自然災害による義援金（国内）・救援金（海外）募集が行われている被災地に対し、
支援を行っています。

国際援助協力事業 日赤本社が実施している「青少年赤十字海外支援事業」(バヌアツ共和国での防災・
減災プログラム等）に対し、支援を行っています。

「ACTION！防災・減災
キャンペーン」への参加

日本赤十字社が毎年3月に実施している「ACTION！防災・減災」キャンペーンに
有功会法人会員も参加し、寄付やポスター掲示などによる支援を行っています。

安道 光二  さん
日本赤十字社京都府支部有功会会長

interview７

日本赤十字社京都府支部有功会は、赤十字が行う人道的な諸事業を理解し有功章を受章された
方々が、お互いの親睦と交流を図り、日本赤十字社の活動支援を行っていただくための有志によ
る支援団体です。昨年設立６０周年を迎えた京都府支部有功会ですが、その中心となり、有功会
会長として公私にわたって赤十字事業推進にご協力いただいているワタキューホールディングス
株式会社 代表取締役会長 安道氏にお話を伺いました。

安
道
会
長
に
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
有
功
会
の

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
有
功
会
の
法
人
会
員
、
個

人
会
員
の
両
方
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

法
人
と
し
ま
し
て
は
、
平
成
四
年
か
ら
グ
ル
ー

プ
会
社
の
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱
が
日
本
赤

十
字
社
京
都
府
支
部
有
功
会
の
会
員
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
前
会
長
の
村
田
秀
太
郎
が
代

表
取
締
役
社
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
頃
か

ら
で
す
の
で
、
か
れ
こ
れ
三
十
年
以
上
の
ご

縁
に
な
り
ま
す
ね
。
個
人
的
に
も
ご
縁
と
い

い
ま
す
か
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
実

は
十
年
ほ
ど
前
に
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
の

救
急
で
診
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脳
梗
塞
で
し
た
。
二
十
日
間
ほ
ど
の
入
院
で

し
た
が
本
当
に
よ
く
し
て
頂
き
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
今
は
後
遺
症
も
な
く
、
忙
し
く

働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
有
功

会
の
個
人
会
員
に
も
な
り
、
令
和
三
年
度
か

ら
は
会
長
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

有
功
会
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
血
液
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
、
毎
年
多
く
の
社
員
の
皆
様
に
献

血
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
。

会
社
と
し
て
献
血
へ
の
協
力
に
力
を
入
れ
て
い

ま
し
て
、
社
員
ら
に
は
献
血
ル
ー
ム
や
献
血
バ

ス
で
の
献
血
へ
の
協
力
に
つ
い
て
、
定
期
的
に

推
奨
し
て
お
り
、
二
十
年
以
上
は
こ
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社

の
日
清
医
療
食
品
㈱
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

際
に
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
の
義
援
金
の
寄

付
や
社
員
へ
の
献
血
活
動
協
力
の
呼
び
か
け
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
社
と
し
て
社
会

貢
献
活
動
を
継
続
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
献
血
活
動
の
推
進
を
続
け
て
今
日
に
い
た

り
ま
す
。
う
ち
は
社
員
も
た
く
さ
ん
お
り
ま
す

の
で
、
寄
付
や
義
援
金
と
い
っ
た
資
金
面
で
の

援
助
だ
け
で
な
く
、
献
血
と
い
う
形
で
も
協
力

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
わ
け
で
す
。
平

成
二
十
六
年
以
降
は
、
日
本
赤
十
字
社
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
、
献
血
活
動
の
推
進
と
医
療
救
護
活
動
な

ど
の
社
会
貢
献
を
併
せ
て
行
う
取
り
組
み
も
続

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
献
血
者
に
、

ス
ギ
の
木
か
ら
で
き
た
木
の
折
り
紙「
折
り
樹
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
少
し
変
わ
っ
た
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
赤
十
字
大
会
で
は
、
名
誉
総
裁(

皇
后

陛
下)

か
ら
金
色
有
功
章
の
代
表
授
与
も
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

皇
后
陛
下
か
ら
直
接
章
を
い
た
だ
く
こ
と
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
あ
の
受
章
の
機
会
は
順

番
だ
そ
う
で
、
運
も
よ
か
っ
た
で
す
し
、一
生

の
う
ち
に
な
か
な
か
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
有

功
会
と
し
て
の
活
動
で
こ
の
よ
う
な
機
会
も
あ

る
の
だ
な
と
少
し
驚
き
ま
し
た
ね
。

有
功
会
会
長
と
し
て
の
二
年
間
を
振
り
返
っ
て

い
か
が
で
し
た
か
？

会
長
と
な
っ
て
か
ら
の
二
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
有
功
会
の

活
動
が
軒
並
み
中
止
に
な
っ
た
り
有
功
会
総
会

が
書
面
審
議
に
な
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
活
動
で
き
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
す
が
、

小
児
病
棟
入
院
児
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
看
護
学
生
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
、
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
少
し
ず
つ
で
す
が
対
面

で
の
活
動
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
り
活
発
な
有
功
会
の
活
動
が
期
待
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
道
会
長
の
日
赤
に

対
す
る
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
赤
の
「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
」
と

い
う
思
い
は
ワ
タ
キ
ュ
ー
グ
ル
ー
プ
の
社
是
で

あ
る
「
心
」
と
も
通
ず
る
部
分
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
社
是
「
心
」
と
い
う
の
も
、
私
が
社
長
に

な
っ
て
か
ら
作
っ
た
企
業
理
念
な
の
で
す
が
、

「
感
謝
の
気
持
ち
」
と
「
謙
虚
な
姿
勢
」、
誰

も
が
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
互
い
に
協
力
す
る

と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
社
員
ら

の
卓
上
に
置
い
て
あ
り
ま
す
弊
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
お
じ
ぎ
福
助
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

こ
の
感
謝
と
謙
虚
の
姿
勢
を
表
し
て
い
る
ん
で

す
。
や
っ
ぱ
り
な
に
を
す
る
に
し
て
も
、
自
分

本
位
で
は
な
く
「
人
」
が
大
事
で
す
か
ら
、
こ

う
い
う
と
こ
ろ
も
日
赤
の
活
動
と
つ
な
が
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
武
力
紛
争

に
よ
る
人
道
危
機
や
自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
大

変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
赤
十
字
の
「
人
道
」
の
精
神

を
さ
ら
に
広
げ
る
べ
く
、
と
も
に
協
力
し
赤
十

字
運
動
を
推
進
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
有
功
会
と
し
て
は
や
は
り
赤
十
字
の
行

う
人
道
的
な
諸
事
業
を
理
解
し
、
広
く
赤
十

字
精
神
を
広
め
る
こ
と
を
資
金
面
か
ら
応
援

す
る
こ
と
が
役
割
で
す
か
ら
、
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
有
功
会
会
員
の
増
強
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　に通
じ
る
社
是「
心
」

ワタキューグループオリジナルの
おじぎ福助

安道会長、
お話を聞かせていただき

ありがとう
ございました！



有功会とは

日本赤十字社の活動資金にご協力いただいた場合、次の「表彰制度」の対象となります。

有功会の主な事業

表彰制度
【日本赤十字社の表彰】

区　分 基　　準

銀色有功章

金色有功章

日本赤十字社
社長感謝状

【国の表彰】
区　分 基　　準

厚生労働大臣
感謝状

紺綬褒章

銀色有功章

社長感謝状 金色有功章（法人・団体）

金色有功章（個人）

厚生労働大臣感謝状 紺綬褒章

一時又は同一年度内に累計で、100万円以上500万
円未満のご協力をいただいた個人、又は300万円以
上1,000万円未満のご協力をいただいた法人等

一時又は累計で、500万円以上のご協力をいただい
た個人、1,000万円以上のご協力をいただいた法人等

金色有功章受章後、一時又は累計で、50万円以上の
ご協力をいただいた個人・法人

一時又は累計で、50万円以上のご協力をいただいた
個人・法人

一時又は累計で、20万円以上50万円未満のご協力を
いただいた個人・法人

京都府支部有功会は、赤十字の行う人道的な諸事業を理解し、日本赤十字社から有功章を贈られた方々
が、広く赤十字精神を広めることにより、資金面で赤十字を支援していこうと、昭和37年に、全国で４番
目の有功会として結成された支援団体です。京都府内に６つの支会（亀岡市、綾部市、京丹後市、南丹市、木
津川市、船井）があり、それぞれの地域に根ざした活動を展開しています。

総　会 通常年1回の総会を開催し、事業報告、決算報告、事業計画、予算について審議します。
併せて講演会、懇親会を行い、知識の向上と親睦をはかっています。

小児病棟入院児への激励 クリスマスの時期に京都第一、京都第二赤十字病院の小児病棟を訪問し、入院児に
クリスマスプレゼントを贈っています。

看護学生への修学奨励事業 京都第一、京都第二赤十字看護専門学校の戴帽式、宣誓式、卒業式などの節目に
看護学生に対し記念品を贈り、学業を奨励しています。

災害被災者支援事業 自然災害による義援金（国内）・救援金（海外）募集が行われている被災地に対し、
支援を行っています。

国際援助協力事業 日赤本社が実施している「青少年赤十字海外支援事業」(バヌアツ共和国での防災・
減災プログラム等）に対し、支援を行っています。

「ACTION！防災・減災
キャンペーン」への参加

日本赤十字社が毎年3月に実施している「ACTION！防災・減災」キャンペーンに
有功会法人会員も参加し、寄付やポスター掲示などによる支援を行っています。

安道 光二  さん
日本赤十字社京都府支部有功会会長

interview７

日本赤十字社京都府支部有功会は、赤十字が行う人道的な諸事業を理解し有功章を受章された
方々が、お互いの親睦と交流を図り、日本赤十字社の活動支援を行っていただくための有志によ
る支援団体です。昨年設立６０周年を迎えた京都府支部有功会ですが、その中心となり、有功会
会長として公私にわたって赤十字事業推進にご協力いただいているワタキューホールディングス
株式会社 代表取締役会長 安道氏にお話を伺いました。

安
道
会
長
に
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
有
功
会
の

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
有
功
会
の
法
人
会
員
、
個

人
会
員
の
両
方
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

法
人
と
し
ま
し
て
は
、
平
成
四
年
か
ら
グ
ル
ー

プ
会
社
の
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱
が
日
本
赤

十
字
社
京
都
府
支
部
有
功
会
の
会
員
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
前
会
長
の
村
田
秀
太
郎
が
代

表
取
締
役
社
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
頃
か

ら
で
す
の
で
、
か
れ
こ
れ
三
十
年
以
上
の
ご

縁
に
な
り
ま
す
ね
。
個
人
的
に
も
ご
縁
と
い

い
ま
す
か
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
実

は
十
年
ほ
ど
前
に
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
の

救
急
で
診
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脳
梗
塞
で
し
た
。
二
十
日
間
ほ
ど
の
入
院
で

し
た
が
本
当
に
よ
く
し
て
頂
き
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
今
は
後
遺
症
も
な
く
、
忙
し
く

働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
有
功

会
の
個
人
会
員
に
も
な
り
、
令
和
三
年
度
か

ら
は
会
長
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

有
功
会
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
血
液
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
、
毎
年
多
く
の
社
員
の
皆
様
に
献

血
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
。

会
社
と
し
て
献
血
へ
の
協
力
に
力
を
入
れ
て
い

ま
し
て
、
社
員
ら
に
は
献
血
ル
ー
ム
や
献
血
バ

ス
で
の
献
血
へ
の
協
力
に
つ
い
て
、
定
期
的
に

推
奨
し
て
お
り
、
二
十
年
以
上
は
こ
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社

の
日
清
医
療
食
品
㈱
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

際
に
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
の
義
援
金
の
寄

付
や
社
員
へ
の
献
血
活
動
協
力
の
呼
び
か
け
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
社
と
し
て
社
会

貢
献
活
動
を
継
続
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
献
血
活
動
の
推
進
を
続
け
て
今
日
に
い
た

り
ま
す
。
う
ち
は
社
員
も
た
く
さ
ん
お
り
ま
す

の
で
、
寄
付
や
義
援
金
と
い
っ
た
資
金
面
で
の

援
助
だ
け
で
な
く
、
献
血
と
い
う
形
で
も
協
力

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
わ
け
で
す
。
平

成
二
十
六
年
以
降
は
、
日
本
赤
十
字
社
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
、
献
血
活
動
の
推
進
と
医
療
救
護
活
動
な

ど
の
社
会
貢
献
を
併
せ
て
行
う
取
り
組
み
も
続

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
献
血
者
に
、

ス
ギ
の
木
か
ら
で
き
た
木
の
折
り
紙「
折
り
樹
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
少
し
変
わ
っ
た
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
赤
十
字
大
会
で
は
、
名
誉
総
裁(

皇
后

陛
下)

か
ら
金
色
有
功
章
の
代
表
授
与
も
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

皇
后
陛
下
か
ら
直
接
章
を
い
た
だ
く
こ
と
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
あ
の
受
章
の
機
会
は
順

番
だ
そ
う
で
、
運
も
よ
か
っ
た
で
す
し
、一
生

の
う
ち
に
な
か
な
か
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
有

功
会
と
し
て
の
活
動
で
こ
の
よ
う
な
機
会
も
あ

る
の
だ
な
と
少
し
驚
き
ま
し
た
ね
。

有
功
会
会
長
と
し
て
の
二
年
間
を
振
り
返
っ
て

い
か
が
で
し
た
か
？

会
長
と
な
っ
て
か
ら
の
二
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
有
功
会
の

活
動
が
軒
並
み
中
止
に
な
っ
た
り
有
功
会
総
会

が
書
面
審
議
に
な
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
活
動
で
き
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
す
が
、

小
児
病
棟
入
院
児
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
看
護
学
生
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
、
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
少
し
ず
つ
で
す
が
対
面

で
の
活
動
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
り
活
発
な
有
功
会
の
活
動
が
期
待
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
道
会
長
の
日
赤
に

対
す
る
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
赤
の
「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
」
と

い
う
思
い
は
ワ
タ
キ
ュ
ー
グ
ル
ー
プ
の
社
是
で

あ
る
「
心
」
と
も
通
ず
る
部
分
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
社
是
「
心
」
と
い
う
の
も
、
私
が
社
長
に

な
っ
て
か
ら
作
っ
た
企
業
理
念
な
の
で
す
が
、

「
感
謝
の
気
持
ち
」
と
「
謙
虚
な
姿
勢
」、
誰

も
が
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
互
い
に
協
力
す
る

と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
社
員
ら

の
卓
上
に
置
い
て
あ
り
ま
す
弊
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
お
じ
ぎ
福
助
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

こ
の
感
謝
と
謙
虚
の
姿
勢
を
表
し
て
い
る
ん
で

す
。
や
っ
ぱ
り
な
に
を
す
る
に
し
て
も
、
自
分

本
位
で
は
な
く
「
人
」
が
大
事
で
す
か
ら
、
こ

う
い
う
と
こ
ろ
も
日
赤
の
活
動
と
つ
な
が
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
武
力
紛
争

に
よ
る
人
道
危
機
や
自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
大

変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
赤
十
字
の
「
人
道
」
の
精
神

を
さ
ら
に
広
げ
る
べ
く
、
と
も
に
協
力
し
赤
十

字
運
動
を
推
進
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
有
功
会
と
し
て
は
や
は
り
赤
十
字
の
行

う
人
道
的
な
諸
事
業
を
理
解
し
、
広
く
赤
十

字
精
神
を
広
め
る
こ
と
を
資
金
面
か
ら
応
援

す
る
こ
と
が
役
割
で
す
か
ら
、
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
有
功
会
会
員
の
増
強
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　に通
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社
是「
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」
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目の有功会として結成された支援団体です。京都府内に６つの支会（亀岡市、綾部市、京丹後市、南丹市、木
津川市、船井）があり、それぞれの地域に根ざした活動を展開しています。

総　会 通常年1回の総会を開催し、事業報告、決算報告、事業計画、予算について審議します。
併せて講演会、懇親会を行い、知識の向上と親睦をはかっています。

小児病棟入院児への激励 クリスマスの時期に京都第一、京都第二赤十字病院の小児病棟を訪問し、入院児に
クリスマスプレゼントを贈っています。

看護学生への修学奨励事業 京都第一、京都第二赤十字看護専門学校の戴帽式、宣誓式、卒業式などの節目に
看護学生に対し記念品を贈り、学業を奨励しています。

災害被災者支援事業 自然災害による義援金（国内）・救援金（海外）募集が行われている被災地に対し、
支援を行っています。

国際援助協力事業 日赤本社が実施している「青少年赤十字海外支援事業」(バヌアツ共和国での防災・
減災プログラム等）に対し、支援を行っています。

「ACTION！防災・減災
キャンペーン」への参加

日本赤十字社が毎年3月に実施している「ACTION！防災・減災」キャンペーンに
有功会法人会員も参加し、寄付やポスター掲示などによる支援を行っています。

安道 光二  さん
日本赤十字社京都府支部有功会会長
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日本赤十字社京都府支部有功会は、赤十字が行う人道的な諸事業を理解し有功章を受章された
方々が、お互いの親睦と交流を図り、日本赤十字社の活動支援を行っていただくための有志によ
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ま
す
が
。

会
社
と
し
て
献
血
へ
の
協
力
に
力
を
入
れ
て
い

ま
し
て
、
社
員
ら
に
は
献
血
ル
ー
ム
や
献
血
バ

ス
で
の
献
血
へ
の
協
力
に
つ
い
て
、
定
期
的
に

推
奨
し
て
お
り
、
二
十
年
以
上
は
こ
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社

の
日
清
医
療
食
品
㈱
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

際
に
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
の
義
援
金
の
寄

付
や
社
員
へ
の
献
血
活
動
協
力
の
呼
び
か
け
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
社
と
し
て
社
会

貢
献
活
動
を
継
続
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
献
血
活
動
の
推
進
を
続
け
て
今
日
に
い
た

り
ま
す
。
う
ち
は
社
員
も
た
く
さ
ん
お
り
ま
す

の
で
、
寄
付
や
義
援
金
と
い
っ
た
資
金
面
で
の

援
助
だ
け
で
な
く
、
献
血
と
い
う
形
で
も
協
力

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
わ
け
で
す
。
平

成
二
十
六
年
以
降
は
、
日
本
赤
十
字
社
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
、
献
血
活
動
の
推
進
と
医
療
救
護
活
動
な

ど
の
社
会
貢
献
を
併
せ
て
行
う
取
り
組
み
も
続

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
献
血
者
に
、

ス
ギ
の
木
か
ら
で
き
た
木
の
折
り
紙「
折
り
樹
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
少
し
変
わ
っ
た
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
赤
十
字
大
会
で
は
、
名
誉
総
裁(

皇
后

陛
下)

か
ら
金
色
有
功
章
の
代
表
授
与
も
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

皇
后
陛
下
か
ら
直
接
章
を
い
た
だ
く
こ
と
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
あ
の
受
章
の
機
会
は
順

番
だ
そ
う
で
、
運
も
よ
か
っ
た
で
す
し
、一
生

の
う
ち
に
な
か
な
か
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
有

功
会
と
し
て
の
活
動
で
こ
の
よ
う
な
機
会
も
あ

る
の
だ
な
と
少
し
驚
き
ま
し
た
ね
。

有
功
会
会
長
と
し
て
の
二
年
間
を
振
り
返
っ
て

い
か
が
で
し
た
か
？

会
長
と
な
っ
て
か
ら
の
二
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
有
功
会
の

活
動
が
軒
並
み
中
止
に
な
っ
た
り
有
功
会
総
会

が
書
面
審
議
に
な
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
活
動
で
き
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
す
が
、

小
児
病
棟
入
院
児
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
看
護
学
生
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
、
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
少
し
ず
つ
で
す
が
対
面

で
の
活
動
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
り
活
発
な
有
功
会
の
活
動
が
期
待
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
道
会
長
の
日
赤
に

対
す
る
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
赤
の
「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
」
と

い
う
思
い
は
ワ
タ
キ
ュ
ー
グ
ル
ー
プ
の
社
是
で

あ
る
「
心
」
と
も
通
ず
る
部
分
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
社
是
「
心
」
と
い
う
の
も
、
私
が
社
長
に

な
っ
て
か
ら
作
っ
た
企
業
理
念
な
の
で
す
が
、

「
感
謝
の
気
持
ち
」
と
「
謙
虚
な
姿
勢
」、
誰

も
が
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
互
い
に
協
力
す
る

と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
社
員
ら

の
卓
上
に
置
い
て
あ
り
ま
す
弊
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
お
じ
ぎ
福
助
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

こ
の
感
謝
と
謙
虚
の
姿
勢
を
表
し
て
い
る
ん
で

す
。
や
っ
ぱ
り
な
に
を
す
る
に
し
て
も
、
自
分

本
位
で
は
な
く
「
人
」
が
大
事
で
す
か
ら
、
こ

う
い
う
と
こ
ろ
も
日
赤
の
活
動
と
つ
な
が
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
武
力
紛
争

に
よ
る
人
道
危
機
や
自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
大

変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
赤
十
字
の
「
人
道
」
の
精
神

を
さ
ら
に
広
げ
る
べ
く
、
と
も
に
協
力
し
赤
十

字
運
動
を
推
進
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
有
功
会
と
し
て
は
や
は
り
赤
十
字
の
行

う
人
道
的
な
諸
事
業
を
理
解
し
、
広
く
赤
十

字
精
神
を
広
め
る
こ
と
を
資
金
面
か
ら
応
援

す
る
こ
と
が
役
割
で
す
か
ら
、
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
有
功
会
会
員
の
増
強
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　に通
じ
る
社
是「
心
」

ワタキューグループオリジナルの
おじぎ福助

安道会長、
お話を聞かせていただき

ありがとう
ございました！
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京都府支部

第八管区海上保安本部　初の合同訓練 ご支援・ご協力のお願い

活動資金へのご協力ありがとうございました

　令和5年2月16日に、平成25年より海上災害などで相互協力する協定を結んだ舞鶴海上保安本部と、若狭湾上の巡視船「だ
いせん」で初の合同訓練を実施しました。日本赤十字社京都府支部では、今後も定期的に合同訓練を実施し、船という特殊な
環境下での救護能力の向上を図ります。

長岡京市記念文化会館に防災倉庫設置

令和5年度　日本赤十字社京都府支部　一般会計歳入歳出予算
　令和5年3月に、京都府長岡京市記念文化会館に防災倉庫を設置しました。日本赤十字社京都府支部では、災害発生時に速
やかに救援物資のお届けができるよう、皆様からのご支援をうけ、日頃から防災倉庫の整備や救援物資等の備蓄に力を入れて
おります。

青少年赤十字スタディー・プログラムに参加

　令和5年3月25日に、「令和4年度青少年赤十字スタディー・プログラム」が開催されました。日赤本社にてコロナ禍以降初の参集形
式で行われ、京都府支部からも高校生２名が参加しました。冒頭に社会的包摂に関する体験学習を実施した後、活動計画の発表を行い、
質問や活発な意見交換がかわされました。参加した高校生からは「全国の仲間と交流でき学びになった」などの嬉しい声が聞けました。

赤十字を支えるのは、あなたの思い。
赤十字では、皆様からお寄せいただいた資金を活用し、「いのちと健康を守る」ための様々な活動を展開しています。
引き続き、皆様からの温かいご支援を賜りますようお願いいたします。

日本赤十字社京都府支部の活動は、皆様のご支援により支えられています。
令和５年１月から令和５年４月の間に、10万円以上のご寄付をいただき、掲載についてご了承いただいた会員の方々
をご紹介いたします。

●地域でのご寄付
赤十字奉仕団や町内会・自治会などを通じてご寄付いただいています。
また、年間を通じて府内各市区町村の日赤窓口でもご寄付いただけ
ます。

●口座振替によるご寄付
ご登録いただいた金融機関の口座から希望月に自動引き落としでご
寄付いただく方法です。日本赤十字社ホームページの「寄付する」
からお申し込みください。

●寄付金付自動販売機の設置によるご寄付
自動販売機の売上げの一部をご寄付いただく方法です。
設置に要する費用は全て販売会社が負担します。新規設
置だけでなく、更新設置も可能です。詳細は当支部
（075-541-9326）までお問い合わせください。

●クレジットカードによるご寄付
ご登録いただいたクレジット
カードから、寄付回数を選択し
てご寄付いただく方法です。
日本赤十字社ホームページの
「寄付する」からお申し込みく
ださい。

●遺贈・相続財産等のご寄付
京都府支部では、遺贈（遺言によるご寄付）、相続財産等のご寄付を
承っています。
詳細は当支部（075-541-9326）までお問い合わせください。

●中京区 株式会社セレマ 様 ●右京区 株式会社浄美社 様
 森本 哲郎 様

●下京区 一般社団法人生命保険協会 様
 日本ホールディングス株式会社 様
 ワタキューセイモア株式会社 様

●伏見区 石黒メディカルシステム株式会社 様

●宇治田原町　株式会社木長園 様

京都府支部
編集・発行： 日本赤十字社京都府支部　　〒605-0941 京都市東山区三十三間堂廻り町644
 TEL 075-541-9326  FAX 075-541-1361
ホームページ https://www.jrc.or.jp/chapter/kyoto/

皆様（個人・法人）からの社資、寄付金など
献血推進事業に係る京都府からの委託金
施設整備準備資金繰越金収入など
講習会負担金収入など

299,000
5,648

1,030,375
91,363

1,426,386

内　訳予算額（千円）歳 入 の 部
社 資 収 入
委 託 金 等 収 入
繰 入 金 収 入
雑 収 入 等
歳 入 合 計

災害救護に係る経費、救護資機材等の整備費、救護看護師の養成経費など
救急法、水上安全法、幼児安全法等の講習開催経費、赤十字奉仕団や青少年赤十字の育成費など
国際開発協力事業に係る経費
災害救援設備の整備に係る経費など
地区分区の事務費及び事業費
会費の募集、広報活動に係る経費など
医療施設や血液センターの基盤整備のための交付金
災害等資金積立金など
本社の国内外の活動に係る経費
光熱費、事務費など
新庁舎建築費、庁舎の維持管理費など

26,892
73,846
1,314
4,500
48,400
43,797
20,685
34,210
43,425
64,222

1,044,095
21,000

1,426,386

内　訳予算額（千円）歳 出 の 部
災 害 救 護 事 業 費
社 会 活 動 費
国 際 活 動 費
指 定 事 業 地 方 振 興 費
地 区 分 区 交 付 金
社 業 振 興 費
基盤整備交付金・補助金支出
積 立 金 支 出
本 社 送 納 金 支 出
総 務 管 理 費
資産取得及び資産管理費
予 備 費
歳 出 合 計

（地区町村順・五十音順）
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34,210
43,425
64,222

1,044,095
21,000

1,426,386

内　訳予算額（千円）歳 出 の 部
災 害 救 護 事 業 費
社 会 活 動 費
国 際 活 動 費
指 定 事 業 地 方 振 興 費
地 区 分 区 交 付 金
社 業 振 興 費
基盤整備交付金・補助金支出
積 立 金 支 出
本 社 送 納 金 支 出
総 務 管 理 費
資産取得及び資産管理費
予 備 費
歳 出 合 計

（地区町村順・五十音順）


